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研究成果の概要（和文）：本研究のはじめに「対話構造」、「アクティブ・リスニング」を主なテ

ーマとして、招待講演や国内および国際会議での発表を多く行った。本プロジェクトにより、

新たな技術を得てはいないが、自然音声対話に関しての合成と認識手法に関して理解を深める

ことが可能となった。また本研究はEUのプロジェクトであるSocial Signal Processingに影響

を及ぼした。さらに大規模マルチモーダルコーパスを数カ国の大学と協力して収録し、ウェブ

ページhttp://www.speech-data.jp/nick/mmx/d64.htmlにそのデータベースを掲載した。最後に

本研究で開発された画像処理モジュール、音声処理モジュールを含み、簡単な会話が可能なロ

ボット“Herme”を完成させた。 ”Herme”は現在アイルランドに展示されており、ロボットと

の対話音声コーパスの収録を行っている。 

 

研究成果の概要（英文）：This project focused on the relationships between “dialogue 

structure” and the processes of “active listening”.  The project did not result in 

specific new technology but gave us a better understanding of the nature of spoken language 

in a way that will allow us improve speech synthesis and recognition technology. Our 

research theme inspired the new European project on  Social Signal Processing.  Further- 

more, we collected a large multi-modal corpora cooperating with other universities in 

three countries, published the database on the website 

(http://www.speech-data.jp/nick/mmx/d64.html). We finally made a prototype of a robot 

“Herme” which employs image and speech processing modules developed in this study.  

The robot is currently in exhibition in Ireland where it is collecting a new corpus of 

interactive speech.  
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１．研究開始当初の背景 

 人間の発話音声によるコミュニケーショ

ンは、文字言語によるコミュニケーションと

多くの点で異なっている。特に、聴き手との

関係や対話の種類によって、話し手の状態・

態度・意図的情報を現すためのイントネーシ

ョン・発話頻度・発話様式が変化する。これ

までは、発話音声よりも、文字言語に近い形

式的な対話コーパスを使用した技術が主で

あったが、JST/CRESTにより援助を受け実施

された研究により、人手によりラベル付けさ

れた大規模自然対話コーパスの収集が可能

となり、一般の人々がどのように日常会話を

行うかを調査することができた。この結果よ

り、対話では今まであまり目立っていなかっ

たノンバーバル発話が多数を占めているこ

とがわかった。これまでも対話中の応答が重

要な要素であることは知られていたが、この

コーパスの分析結果より、応答のうちでもフ

ィラーや笑い、りきみなどの頻度が高いこと

が明らかとなったため、これまでのノンバー

バル発話に関する前提を再考するに至った。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、発話音声のノンバーバル情報処

理システムの研究開発である。従来の研究成

果である大規模自然対話コーパスに依拠し

た、語彙的情報以外の「気持ちのやり取り」

に利用される発話音声の特徴分析・抽出アル

ゴリズム・統計モデル化の研究を行う。さら

に、ノンバーバル発話のオントロジーと共に、

感情や情動情報を伝える発話様式の文法構

造を構築する。多くの言語モデルは、文字言

語に制約されており、実対話のヒューマン・

インタラクションや行動情報を含んでいな

い。本研究は、文字言語に現れない、意図的

情報の情報処理を可能にするためのもので

ある。つまり、笑い、りきみ、などのノンバ

ーバル発話音声の利用による話者の意図解

釈技術の開発を目的とする。 

 
３．研究の方法 

 本研究は次に述べるようなタスクに分解

され実施された。まず、(1)大規模自然対話

データの収集、(2)話者の意図的情報を得る

ためのアノテーション作業、(3)認識アルゴ

リズムの開発と、日本語話者および非日本語

話者のノンバーバル発話データに対する、ア

ルゴリズムの性能評価を行った。これらの結

果は、(4)日本語ノンバーバル発話に対する

パラ言語学・音響学的特性の研究、(5)ノン

バーバル発話に対するオントロジーの構築、

に寄与した。最終的には、(6)発話特徴と、

話者の感情や発話意図との関係の統計的モ

デルの作成を行った。 

 
４．研究成果 

本研究は、ノンバーバル音声コミュニケーシ

ョンにおける情報処理技術の開発のために、

自然対話インタラクションのデータ作成と

分析を行う。この技術は、コンピュータが人

間の対話を理解するためのものであり、ノン

バーバル行動に示されるパラ言語情報を処

理するものである。研究成果について以下に

まとめる。はじめに「対話構造」、「アクティ

ブ・リスニング」を主なテーマとして、招待

講演や国内および国際会議での発表を多く

行った。また、EUにおける大規模マルチモー

ダル研究の中心であるCOST2102 に参加した。

さらにスウェーデンのKTHとダブリン大学と

共同でダブリンにて２日間５人の対話をHD



ビデオ５台、全方位カメラ２台、オーディオ

１２本、モーションキャプチャー５台を用い

て収録し、大規模マルチモーダルコーパスの

データベースを作成した。またウェブサーバ

ー http://www.speech-data.jp を 構 築 し 、

http://www.speech-data.jp/nick/mmx/d64.

htmlにそのデータベースを掲載した。本研究

の最終段階として、本研究で開発された画像

処理モジュール、音声処理モジュールを含み、

簡単な会話が可能なロボット“Herme”を完

成させた。平成２３年３月にはダブリン ト

リニティカレッジにて三名の研究者、 

Daniel Hirst氏 (Aix-Marseille Universite
、
, 

フランス)、 Jurgen Trovain氏 (Universität 

des Saarlandes, ドイツ)、 Volha Petukhova

氏 (Tilburg University, オランダ)を招聘

し国際シンポジウム “Focus on Action in 

Social Talk”を開催、２７名が発表、意見

交換し、研究者が本研究の最終報告を行った。 
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